
JR
連
合
は
、
１
月
６
日
、

都
内
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹

芝
に
於
い
て
２
０
１
７
年
賀

詞
交
歓
会
を
開
催
し
た
。

連
合
・
交
運
労
協
を
は
じ

め
と
す
る
各
産
別
組
織
、
民

進
党
、
JR
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
及
び
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

友
誼
団
体
な
ど
多
く
の
来
賓

が
出
席
し
た
。
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
９
名
が
参
加
し

た
。
全
体
の
参
加
者
は
１
３

０
名
が
参
加
し
た
。

◆
松
岡
JR
連
合
会
長
は
、
次

の
点
な
ど
に
関
し
て
挨
拶
を

し
た
。

・
会
長
に
な
っ
て
４
回
目
の

賀
詞
交
歓
会
。

・
今
年
初
め
て
、
昨
年
大
会

か
ら
死
亡
労
災
ゼ
ロ
。

・
昨
年
10
月
、
JR
九
州
が
Ｊ

Ｒ
発
足
30
年
目
に
し
て
株
式

上
場
、
国
鉄
改
革
が
ま
た
、

一
歩
前
進
。

・
Ｊ
Ｒ
発
足
し
て
30
年
、
JR

連
合
結
成
し
て
25
年
を
迎
え

る
、
こ
の
５
年
の
タ
イ
ム
ラ

グ
は
何
か
。

・
JR
連
合
三
代
目
の
葛
野
会

長
が
、
１
９
９
９
年
の
賀
詞

交
歓
会
の
挨
拶
の
中
で
、
Ｊ

Ｒ
労
働
界
の
民
主
化
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
、
以
来
、

18
年
で
一
定
の
成
果
は
出
た

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

・
JR
連
合
の
求
心
力
を
高
め

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
勝

利
、
組
織
拡
大
、
民
主
化
闘

争
達
成
に
繋
げ
て
行
こ
う
。

新
春
セ
ミ
ナ
ー

賀
詞
交
歓
会
の
前
段
に
新

春
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ

同
一
賃
金
同
一
労

働
の
具
現
化
は
私
た
ち
の
労

働
環
境
に
ど
の
様
な
影
響
が

あ
り
、
私
た
ち
労
働
組
合
は

こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
対
処
し

て
お
く
べ
き
か
。

講
師

東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
の
水
町
勇
一
郎
教
授

大
ま
か
な
内
容

政
府
は
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
を
作
成
し
新
制
度
移

行
す
る
２
０
１
９
年
度
ま
で

考
え
方
を
労
使
で
議
論
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
労
働

契
約
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
及
び
労
働
者
派
遣
法
の

一
括
改
正
が
重
要
こ
れ
に
よ

り
長
時
間
労
働
の
抑
制
、
同

一
賃
金
同
一
労
働
に
繋
が
っ

て
い
く
。
等
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
が
さ
れ
た
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

横
浜
地
本
で
組
織
拡
大

１
月
６
日
付
け

大
船
駅
（
輸
送
主
務
）

長
田
孝
文
さ
ん
が
加
入
！

全
組
合
員
で
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

11
月
の
仙
台
地
本
の
拡
大
に
続
き
、
今
こ
そ
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
で
の
活
動
が
重
要
と
の
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た

仲
間
が
、
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
お
客
さ
ま
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
愛

さ
れ
る
「
JR
東
日
本
」
そ
し
て
社
員
の
皆
さ
ん
か
ら
頼
ら
れ

る
企
業
内
労
働
組
合
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
！

組織拡大 JR
連
合
２
０
１
７
年
賀
詞
交
歓
会

中央本部は１月26日、グループ会社と一体となった業務の効率化

に関する申第３号の申し入れを行った。

グループ経営構想Ⅴに掲げる、ワークスタイル改革、組織運営の

効率化を推進させるためにグループ会社と一体になった業務の効率

性、生産性向上については労使共に認識を一致させ取り組むことが

重要であります。

『「団塊の世代」の全員が７５歳になる２０２５年までの１０年

間で、東京圏一都三県で後期高齢者が１７５万人増加する』首都圏

の急速な高齢化を予測する意見もあります。そうした中でＪＲ東日

本のグループを含めすべてに働く社員の生活維持向上の為には、こ

のような状況の中でも利益を安定的に出し続ける体質を創造しなけ

ればなりません。

当社発足の30年という本年を新たな始まりと位置付け、「変わら

ぬ使命」を果たすため、社員が安心して働ける職場環境づくりのた

めにも、下記のとおりのとおり申し入れしますので団体交渉におい

て真摯な議論、誠意ある回答をお願いします。

１、今後、8年で4700人が60才になる。新規採用者で業務が維持でき

ないのが実態としてある。適正なグループ全体の要員需給、今

後の業務の在り方について明らかにされたい。

２、設備21以降の土木・建築部門一部業務の見直し等、今後の業務

の在り方について明らかにされたい。

３、GS採用停止等、駅(含む旅行業)業務の今後の業務の在り方につ

いて明らかにされたい。

４、新規採用者の配属、教育の今後のありかたについて明らかにさ

れたい。

５、業務の効率化等。交渉については労使真摯に協議すべきと考え

ているが今後の在り方について明らかにされたい。



ＪＲ労働運動とスト権の考え方について
2017年は、ＪＲ東日本が発足してから30年の節目の年になります。企業寿命が30年とい

われる中で、社員の年齢構成が大きく変わる今からの3年間は、企業の存続にかかわる大

きな問題を抱える重要な期間であると認識しています。

この3年間は、ＪＲ東日本と労働組合が労使一体となって乗り切らなければ、ＪＲ東日

本の将来に大きな影響をおよぼすことになるのは間違いありません。その最重要課題であ

る「人材育成と技術継承」において、労使でどう乗り切るかの議論を徹底しなければ、こ

の難局を乗り超えることは難しいと考えます。

そのような中で、格差ベアの是正を掲げストライキ権の確立で2017春闘を闘うとし「中

央闘争委員会を設置」「闘争指令１号」を発出したＪＲ東労組は、ＪＲ東日本の将来をど

の様に考えているのか疑念を抱きます。確かにストライキ権は、労働者の基本的人権とし

て憲法第28 条で保障されています。

しかしＪＲ東日本は、国鉄改革を経てその財産と国民からの支援、また併せて社員が一

生懸命働いてこの30年を迎えたのも事実です。近年の増収増益のインフラ企業として、こ

のＪＲ東日本でのストライキ権の確立は、国鉄改革を思い起こせば、国民の皆さんからの

理解を得て信頼される中でのＪＲ労働運動として支持

されるのでしょうか。私たちはこのことを真剣に考えなければなりません。

ＪＲ東日本が、次の30年に向けどのように取り組むのか。そのための重要な3年であり、

そこにはベテラン層から中堅層への切替えが必然的に発生し、その切替りにはベテラン層

の持つ経験値が中堅層に不足しているため、仕事づくり職場づくりに大きな課題を抱えた

ままとなっています。それを解決せずに賃金や労働

者としての条件闘争を最前面に掲げた「ストライキ権の確立」での労働運動を展開するこ

とは、国鉄時代への回帰であり、国鉄改革の歴史を繰り返すことになるのではと大変危惧

をしています。

国鉄がそうであったように、レールはなくならないが会社はなくなります。将来を担う

ポテンシャル採用社員や中堅層の主務・助役職の方々には特に考えていただきたい。現状

のＪＲ東日本が抱える問題の本質は何か、経営状況はどうか、そして企業内労働組合と組

合民主主義とは何かを振り返り、自分の将来を映して

勉強してみてください。労働組合は数の論理でもありますが、数だけではなく運動・活動

には大義と正義が必要です。ＪＲ東日本に複数ある労働組合の運動・活動をよく見て、真

剣に考えしっかり判断していくことを望みます。

残され与えられた時間は３年間です。ＪＲ東日本の次の３０年は、今、このことを考え

る社員の結集で決まると思います。それを、ともに考えましょう！

２０１７年１月７日
ジェイアール・イーストユニオン

自らを変える!! 明日を創る!! イースト イノベーション!!
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